
分野ごとの検証・評価項目（案） 

 

１ 除染 

項目 項目の構成要素 具体的な内容 

除染・放射線

対策 

除染による放射線量の低下  除染による放射線量の低下や放射線管理、

食品安全管理、健康管理などの体制が整備

され、放射線に対して安心して生活できる

環境が作られていること 

放射線モニタリング 

食品安全管理 

放射線健康管理 

除染廃棄物の安全管理 

※相談窓口 

 

２ インフラ復旧 

（１）インフラ復旧・整備 

項目 項目の構成要素 具体的な内容 

①道路関係 常磐自動車道の整備  広域交通網・避難道路等としての常磐自動

車道が計画どおり整備されていること 

 避難道路として重要路線となる国道 114 号

線が計画どおり整備されていること 

 町内交通路は、復旧により、支障なく通行

できること 

国道 114 号線の復旧・拡幅等 

町内交通路の復旧 

②上下水道

・ガス 

既設上水道の復旧  既設設備・施設が復旧し、日常生活を営む

上で不自由なく利用可能となっていること 

 上水道の安全確保策（放射性物質対策）が

実施されていること 

上水道の放射線対策 

既設下水道の復旧 

汚泥処理施設の復旧 

※ガスの復旧 

③電気・電話

・通信（光フ

ァイバー） 

電気  既設設備・施設が復旧し、日常生活を営む

上で不自由なく利用可能となっていること 

 災害時における緊急措置に必要な最低限の

機能が確保されていること 

電話 

通信（光ファイバー） 

④廃棄物処

理関係（家庭か

ら排出されるもの） 

ごみ処理施設  既設設備・施設が復旧し、家庭からの排出

が通常どおりに可能となっていること 
し尿処理施設 

 

（２）防災対策 

項目 項目の構成要素 具体的な内容 

①浪江町地

域防災計画

の見直し 

地域防災計画の見直し  地域防災計画が見直され、防災拠点施設の

整備、災害時要配慮者の避難手段確保を含

めた避難システムの確立、ハザードマップ

の整備が行われていること 

防災拠点（緊急時の物資備蓄

倉庫・ヘリポート）整備 

避難システム 

ハザードマップ 

② 

避難所・避難

避難所  避難所・避難道が整備され、災害時に円滑

な避難が可能となっていること 

資料５ 



道の整備 避難道  

③原子力災

害発生時の

対応 

廃炉作業のリスクに応じた

防災計画 

 廃炉作業のリスクに応じた防災計画が整備

され、町民の安全を確保する体制が整って

いること 

 町内の一時立入者、事業従事者を対象とし

た緊急時の情報伝達体制、避難施設、避難

体制が構築されていること 

緊急時情報伝達体制 

避難施設 

避難体制 

 

（３）交通手段 

項目 項目の構成要素 具体的な内容 

①町内での

移動手段、町

外への移動

手段 

町内の移動手段  自ら移動手段を持たない町民のための、町

内外への移動手段が確保されていること 

町外への移動手段 

②JR 常磐線

の復旧 

常磐線の復旧  ＪＲ常磐線による町外への移動手段が確保

されていること 

 

（４）公共施設の復旧整備 

項目 項目の構成要素 具体的な内容 

①公共施設

の復旧 

役場  町役場、警察署、消防署の機能が復旧・再

開されていること 警察署 

消防署 

②ボランテ

ィア拠点の

整備 

ボランティアセンター  住宅清掃・修繕等のボランティア受入のた

め、受入拠点が整備され、ボランティアセ

ンターが開設可能となっていること 

 

３ 生活環境整備 

（１）住宅の確保 

項目 項目の構成要素 具体的な内容 

①自宅や民

間賃貸住宅

による住宅

の確保 

自宅改修支援  自宅の補修、民間賃貸住宅・空き家の活用

により、希望する町民が住宅を確保できる

体制が整っていること 空き家・賃貸住宅活用 

②自力での

住宅確保 

宅地整備・空き地活用  津波被災地域、避難指示が解除されない地

区の町民が、町内の帰還可能な地域に新た

に住宅を求める場合に、これを支援する体

制が整っていること 

防災集団移転 

避難指示継続地区の町民に

対する町内住宅確保支援 

③復興公営

住宅の整備

による住宅

の確保 

復興公営住宅  自ら住宅を確保できない町民のため、復興

公営住宅が整備されていること  



（２）生活環境の確保 

項目 項目の構成要素 具体的な内容 

①教育施設 学校再開に向けた検討体制  放射線量低下など安心できる環境が整った

ことを確認し、町内の小中学校再開を検討

する体制が整っていること  

 町内の小中学校再開が避難指示解除後とな

った場合でも、帰町した子どもの通学手段

が確保されていること 

②医療施設 応急仮設診療所、町営診療所  町内における一次医療が確保されているこ

と 

 救急医療体制が整備され、二次医療・三次

医療が受けられる体制となっていること  

民間医療施設 

救急医療体制 

③福祉・高齢

者・子育て支

援施設 

既存施設  福祉施設、高齢者・子育て支援施設の再開、

介護・福祉等の一体型センター拠点整備に

より、福祉、高齢者・子育て支援の機能が

確保していること 

介護・福祉一体型センター拠

点 

④買い物 民間事業再開  仮設商店街の整備、既存店舗の再開などに

より、生活必需品を町内で購入できる環境

が整備されていること 
仮設商店街 

移動販売 

簡易店舗 

⑤放射線対

策 

モニタリング  福島第一原発事故の収束・廃炉作業につい

て、十分な安全対策がとられるとともに、

作業状況とそのリスクが事前に情報公開さ

れ、緊急時の情報連絡体制及び避難体制が

確立されていること 

緊急時情報連絡体制 

避難体制 

⑥防犯・防火

活動 

見回り強化  見回り活動などにより、防犯・防火対策が

行われていること 

 消火栓・防火水槽の整備などにより、消防

水利が確保されていること 

消防設備 

⑦その他生

活関連サー

ビス 

ガソリンスタンド  ガソリンスタンド、郵便局、金融機関など

の生活関連サービスが、町内で（又は移動

手段を伴って近隣市町村で）確保されてい

ること 

郵便局 

金融機関 

 

（３）つながりの場の整備 

項目 項目の構成要素 具体的な内容 

①交流施設 休憩施設  町外に避難する町民が一時帰宅等の際に利

用する休憩施設が確保されていること 

②一時滞在

施設 

一時滞在施設  帰還準備のために町民や町民関係者が一時

滞在するための施設が確保されていること 

③ 

健康増進機

能・文化継承 

既存集会所  集会所・公園・運動施設が復旧され、その

理容を通じた健康増進・文化継承・町民交

流が可能となっていること 
既存公園 

既存運動施設 



 

（４）雇用の場の確保 

項目 項目の構成要素 具体的な内容 

①事業所の

再開 

各事業所  事業所の再開が進展し、希望する町民に対

し町内で雇用の場が確保されていること 

②農林水産

業の再開 

農業再開  農業の再開に向けた試験・検討等が進捗し、

町内における農業再開の目途が立っている

こと 

 漁業の再開に向けた試験・検討等が進捗し、

操業再開の目途が立っていること 

 請戸漁港が復旧されていること 

 消費者不安の払拭のため、農林水産物の放

射性物質検査・情報発信体制が整備されて

いること 

漁業再開 

請戸漁港の復旧 

放射性物質の検査・情報発信

体制 

 

（５）双葉郡北部の復興拠点の整備 

項目 項目の構成要素 具体的な内容 

①双葉郡北

部の復興拠

点整備 

産業創出  双葉郡北部の産業拠点として、再生可能エ

ネルギーをはじめとするエネルギー産業や

施設型農業のほか、若い世代が将来期待の

持てる産業の創出が進められていること 

②廃炉拠点

の整備 

廃炉研究拠点・作業員拠点  低線量地域に廃炉に向けた研究・作業拠点

の設置が進められていること 

 作業員の滞在場所について、工事業者によ

る整備やホテル等の再開が進められている

こと 

作業員宿泊施設（ホテル再

開） 

 

（６）津波被災地の復興 

項目 項目の構成要素 具体的な内容 

①共同墓地

の整備 

大平山共同墓地  津波により墓地が被災した地区のため、共

同墓地が整備されていること 

②防災集団

移転促進 

宅地造成  津波被災地の防災集団移転事業により、宅

地造成、復興公営住宅の整備が行われてい

ること 
復興公営住宅 

③津波被災

地の土地利

用 

災害記念公園  計画に基づく土地利用が進められているこ

と スポーツ・健康増進エリア 

雇用創出エリア 

④請戸漁港

の復旧（再

掲） 

請戸漁港  請戸漁港の復旧されていること 

 

 


